
47：2338－2347   

血液安全・安定供給諮問委鼻会は、米国保健社会福祉  
省事務局に対し、安全で効果的な輸血用血液製剤の病  
原体低減技術（不活化）の早急な開発を優先して進め、  
開発され次第実施するよう勧告した。病原体低減の効果  
と安全性を示すエビデンスの蓄積は、今後蔓延する可能  
性のある感染症に対し広く適応できるセーフガードとし  
て、この技術の導入を保証するという決議を採択した。  

感染  ABC Newsletter  
2008年1月11日  

64歳の日本人男性が6週間続く発熱で1998年6月2日に都  
内の病院に入院した。入院時の血液培養からグラム陰性  
梓薗が検出され、BrucellarneLitensis2型と同定された。患  
者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツジのチーズを摂取し  
たことが明らかとなった。患者の妻（60歳）が同年5月31日  

から発症し、Brucellame】i也nsisが血液と関節液の培養で  
検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症が  
性感染した可能性がある。  

ブルセラ症  
JTravelMed2007；  

14：343－345  

2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペス  

トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  
上報告されていなかった。腺ペスト症例柑名が特定され、  
Yersiniapes七sが6名から分離された。初発患者を除き、  
全島が回復した。標的化学予防法、衛生、ベクターコント  
ロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学的、  
分子生物学的な知見から、当核期間中、現地の保菌動物  
の存在が強く示唆されたが、その起源については特定で  
きなかった。   

ペスト  
2007；13：1459－  EmergInfectDis  1462  
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日本におけるラテンアメリカ人の侵性シヤーガス病キャリ  
アーからの献血についての対策を検討した。カーミC液  
（CPD液）を用いてT．Cruzi感染マウス血液を4Ocにてト21 
自問保存処理を行ったところ、マウスへの感染性は無処  
理のものと差異は無かったが、病原性はかなり減弱する  
ことが示された。しかし、T．Cruzi虫体はほとんどの白血球  

除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システ  
ムはシヤーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対  
策の改善が必要である。  

医学会大会12C－  
第48回 日本熱帯  02  

ノソーマ症  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
Clin）nfectDis  

2008；46：e44－47  

血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  

スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患桂過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
関門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数国輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前に、抗TrypanosomさC川Zi抗体の  
スクリーニングを受けるべきである。  

－●●叫  

芋ジグ紺  2007年9月30日、中国保健当局はFLl匝n省Pu廿an市で39  ProMED－  
mai120071001，3237  例のデング熱症例が確定されたと発表した。ベトナムで  

は之007年9月24日時点で約68000人が感染し、内60名が  
死亡した。パキスタンでは2007年9月26日、Kar8Chiで新た  
に22例のデング熱症例が報告された。ラテンアメリカとカ  
リブ海諸国ではデング熱の最悪のアウトブレイクが起こつ  
ており、2007年になってから何十万もの人々が関節痛を  
訴え、約200人が死亡した。  

芋ジグ訂‾‾‾‾‾  台湾南部でデング熱が流行している。台南市当局による  
と2007年10月13日までに市内で511人の感染者が確認さ  

れた。隣接する高雄市でも2つの区で集団感染が発生し  
ており、感染の広がりは過去最大規模である。行政と軍  
が協力して大規模な蚊の撲滅作戦を展開する方針であ  
る。   

YAHOO！ニュース  

2007年10月14日  
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2008年1月21日、Brazili8で32歳の  ウイルス感染  ProMED－  
mai120080218．0645   した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で  

ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都AsunGionの病院で集中治療を ていた39の女が20082月16日に死亡したと発  

受け歳性年  
表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熱によっ  
て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

米国4州における2006－200丁年のアデノウイルス血清型  

14（Ad14）に関連した急性呼吸器疾患に関する報烏であ  

る。Ad14は稲にしか報告されないが、全ての年齢層の患  
者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。  
2006年5月にニューヨーク州で生後12日目の乳児がAd14  

感染により死亡し、07年3－6月にオレゴン州、ワシントン州  
およぴテキサス州で計140名の感染患者が確認された。  
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

CDC／MMWR2007；  

56（45）：1181－1184  

ウイルス感染  

イタリア北東部の隣接する2つの村で原医不明の発熱性  
疾患患者が多数報告され、ヒトおよび蚊由来の検体を分  
析した結果、チクンケンヤウイルスくCHIKV）が原田である  
ことが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の間に  
205例のCHIKV感染症例を同定した。村の親戚 を坊間し  
た時に発症したインド出身男性が初発症例と推定され  
た。系統遺伝学的分析により、イタリアのCHIKV株はイン  
ド洋緒島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い  
相同性を示した。  

テラジグ三草弓 イルス感染  
Lancet2007：370：  

1840－1846  

‾‾  
東面方正議苺ジ李＝テ好転だぉ口モ茄蕗：乏扇5吉武蘭画  

に採取した5020名の供血者由来の保存血紫検体を高感  
度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイルスB19  

DNAについて検査した。B19DNA陽性率は0．88％であっ  

た。DNA陽性検体の全てがIgG陽性で、23％がIgM陽性で  

あった。IgM血清陽性率はDNA値と相関した。   

／くルポウィル ス  Transfusion2007：  

47：1756－1764  
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リン八○性脈絡髄 薩炎  
オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リン八●性脈絡髄膜炎に関係する新規の  

アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

NEng】JMed2008；  

358：991－998  

ウイルス感染  供血者血兼検体中のサイトメガロウイルス（CMV）DNA腸  
Tran＄fusion2007：  

47：1972－1983  性率を検討した。過去にCMV血清陰性で初めて抗CMV 
IgG陽性を示した供血者82名の血費検体44％が反復的に  

CMVDNA腸性であった。1年以上血清反応犠牲または血  
清反応陰性供血者はいずれもCMVDNA陰性であった。  
白血球除去の実施にもかかわらず、新規血清反応陽性  
供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク  

の重要な原因と考えられる。  

クロイツフェル トヤコブ病  乏扇ラ青学j芽ジ訂‾ 究会 Poster20  

日本の人口動態統計では、CJDによる死亡は過去20年  
以上に渡り増加傾向を示し、2005年は人口100万対1．23  
人であった。CJDサーベイランス委員会による調査では過  
去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別で 
は、孤発性CJD716例、遺伝性プリオン病128例、感染性  
（獲得性）CJD72例（変異聖CJDl例、硬膜移植後CJD  
71例）、および分類不能2例であった。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  Arch Neuro［2007：  

64：1780－1784   た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白質の広汎な  
変性と皮質および白賞におけるPrP沈着を示す非定型郡  

発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vcJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモ′くリンであった。   
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BSE感染ウシ由来の脳乳剤を用いてPrPresのin  
フェルト・ヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
染系の確立を試みた。感染させたヒト由来クリオーマ細  
胞株から抗プリオン抗体に反応する約30KのPK耐性のバ  
ンドが検出された。このバンドは非感染細胞には存在しな  
かった。また、9ケ月蝕代した感染細胞の培養上溝に伝達  
性があることが明らかとなった。さらに20nmのウイルス除  
去膜によって培養上溝の伝達性が減少することが認めら  
れた。  

究会 Poster38  

英国NationalCJDSurvei”anceUnitに報告された2008年  
1月7日現在のCJD数は、VCJD診断確定死亡症例（確定  
例）114名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確定診  
断がない）48名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確  
定診断待ち）1名で、VCJD診断確雇または可能性例の死  
亡総数163名であった。生存中のvCJD可能性症例数は3  
名であった。英国におけるvCJD流行は減少しつつあると  
いう見解に一致する。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ProMED－ mai120080107．0087  

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除  
きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血莱中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血揖中において  
PrPresは他の血紫タン／くクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハムスター血矧こおいて検出可能と  
なったことが示唆された。  

Microbiol lmmunol 

2007：51：1221－  

1231  
異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

‾  
誰夷塑的盲富主謀お手ち膏あ盲i訪富∈福吉繭F臼あ葡葵  

性およぴヒトでの表現型を調べた。8ASEウシ由来の脳ホ  
モジネートを、ヒトプリオン蛋白を発現するトランスジェニッ  
ク（Tg）マウスに接種したところ、60％が20－22ケ月穣に感染  

し、古典的BSEに関する報告より高い感染率であった。  
BASE感染ヒト化Tgマウス脳における病因性プリオンのア  
イソフォームは、元のウシBASEまたは孤発性ヒトプリオン  
病のものとは異なっていた。またBASEプリオンはリンパ  
向性であった。   

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JViro12008；82：  

3697－3701  
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0IE／Worldanimal  
health situatjon  
2008年3月31日  

1989年から2008年3月までに、英国以外の世界各国から  
国際獣疫事務局（0IE）に報告された畜牛における8SE症  
例数である。2006年は、スペイン68頭、アイルランド41頭、  

ポルトガル33頭、ドイツ16頸、日本およぴポーランド10  
豆巨、フランス8頭、イタリア7頂、スイスおよびカナダ5頭、  
チェコ3頭、オーストリア、ベルギーおよぴオランダ2頸、ス  

ロベニア、スウェーデンおよび米国廿頸である。2008年に  

は、これまでにカナダ1頭、アイルランド6頂が報告されて  

いる。  

0旺／WoHdanimal  

health situation 
2008年4月17日  

2008年3月までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告  
されたBSE数である。1987年以前は英国全体で446頭で  
あったが、1992年には37之80頭となった。その後、減少し、  

2007年には67頸となった。2008年は3月31までに10頂報  
告されている。  

A】DS2007；21： 235卜2353  

フランスの新規HⅣ診断例におけるHⅣ－2およびHⅣ－1グ  

ループ0型の感染率を調べた。2003年1月から2006年6月  
に10柑4例のHⅣ新規診断症例が報告されたが、HⅣ－2お  
よびHⅣ一1グループ0型感染の割合は、各々、1．8％およぴ  
0．1％であった。これらの症例のほとんどは、異性との接触  
により感染した流行地域出身の患者であった。HⅣ－2感  
染のうち3例は男性と性的関係を持つ非アフリカ系男性で  

あった。  

1999年1月－2006年12月に長崎で献血を行った初回献血  

者の年齢別、出生年別および期間別HTLV－1血清陽性率  
の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が高くなるにつ  
れ有意に増加した。また1987－1990年に生まれた献血者  
では1985～1986年に生まれた献血者と比較して有意に  

American Society 
OfHematology2007  
年12月8－11日  

低かった。ウイルスキャリア甲母親の授乳を避ける事を指  
導した県の対応が陰性率の低下に貢献していることが示  
された。   
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カナダの共同農場で生活していた丁ケ月齢の乳児から、  
A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバーづ0名  

の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頭のうち1  
頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

インフルエンザ  
2007：13：1865－  EmergInfectDis  1870  

インフルエンザパンデミックと血液供給に関するAABBの  

作業部会は、パンデミック時に供血間隔の例外的な取り  
扱いを認めるよう2月14日にFDAに対し要望書を送付し  

た。パンデミック時には適格な供血者数が制限されること  
が予想されるため、全血および赤血球採取の間隔を短く  
することが最も有効であるとしている。  

インフルエンザ  
Report2008年2月  
AABBWeekly  29日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（upd8te5）：2007  
年12月9日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Ji8ngSu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。  

蔦才プチ7［王ジ ザ  WHO／CSR2007年  

12月9日  

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を  
発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血看  
の塩基l配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがH8s抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血育ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。   

第37回 日本肝臓  
学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007：48（Supp13）：  

A522  

B型肝炎  
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日本赤十字社（JRC）が全国的ヘモビジランネ体制を導入  
してから14年が経過した。報告された輸血副作用症例数  
は年間約2000例で、過去3年間はほぼ一定である。非溶  
血性輸血副作用は報告症例の約8肌を占め、輸血関連急  
性肺障害などが含まれる。輸血感染症の報告数は年々  
減少している。JRCのヘモビジランスは病院の自発報告  
に基づいており、病院と血液センターとの協力が不可欠  
である。  

2007；93（Suppl，2）：  VoxSanguinis  31  

C聖肝炎  
離再試感賞患者う前6盲モ惑葵一軒苫前訂蔭啓恵著う前丁一  

名（対照群）とを比較し、リスク因子を検肘した。特注薬物  
使用、1992年以前の輸血およぴ2つ以上の入れ墨は感染  
群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染  
リスク要因のない患者群においてもHCV感染と強く相関し  
ていた。  

AmerjcanSoGie旬  

fortheStudyof  
UverDiseases  
2007年11月2－6日  

C型肝炎  2003年4■｝10月にイダノアの血液透析施腰で患者4名に  JMedViro12008：  
80：261」267  HCV抗体セロコンバージョンが認められた。この4名と以  

前からHCV抗体陽性であった10名のHCVRNAおよぴ  
HCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、  
新規感染患者4名のHCVは遺伝子型2cで、2¢型慢性感染  
患者1名から分離されたウイルスと近縁であった．感染制  
御手段の不備と装置による伝播が疑われた。  

E型肝炎  日本においてHEVの不顕性感染が増加しているかを調べ  
るため、199ト2006年の献血者のうちHEV感染の可能性  
のあるALT611∪／L以上の4019名から得られた血清検体  
中の抗HEVlgG、抗HEV［gM／IgAおよぴHEVRNAを調べ  
たところ、2004－2006年の献血者のHEV陽性率は1998年  
のそれと同等であった。またALT201IU／L以上の献血者  
についても199ト1995年、1996－1999年およぴ2004－2006  
年でHEV陽性率の差は見られなかった。   

ArchVir012007：  

152：1623－1635  
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シヤーの単一施設において2005年6月  英国サウスハン   E型肝炎  JMedViro】2008：  

80：283－288  から13ケ月間にE型肝炎13例が発生した。これらの患者  
はルーチンのE型肝炎血清検査を導入開始後に特定され  
た。同一期間中A型肝炎は2例、8型肝炎は4例であったこ  
とから、原因不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航  
歴のない患者全員にルーチンのE型肝炎検査を実施する  
ことが重要と考えられる。  

2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の杭HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎に進展した患者  
ではリンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  

NEnglJMed2008： 358：81ト817  

保健当局は、ウガンダ西部において16名が死亡し、他に  
50人が羅患したエボラウイルスは、新規の株であると  
2007年11月30日に発表した。最初の症例はコンゴ民主共  
和国と国境を拝するBundibu訂0地区において11月10日に  
報告された。この株では出血はあまり見られず、患者は  
高熱の後、死亡する。  

エボラ出血  ProMED－  
mai120071130．3869  

酪農業を営む50歳男性が、2007年4月初旬より、全身倦  

怠感、39度合の発熱、悪寒が出現し、腰背部痛が出現し  
徐々に激しくなったため4月10日に受診した。5月18日に  
入院し、血液培養から連鎖球菌が検出され、肺塞栓、脊  
椎炎を合併した感染性心内膜炎と診断された。ペニシリ  
ンとゲンタマイシン併用投与により軽快した。同菌は  
StreptcoGCUSSUis2と同定され、牛の飼育から感染したと  
思われた。   

莞盲白面盲苫感薙  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

造時にBSE  
問題のない  米国及び製   国  

レンサ球菌感 染  
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萬有製薬  肺炎球菌ワクチン   ニュージー  

ランド、オー  

ストラリア  

製造工程  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

80208に同じ  

葡好手盲許  
性性腺刺激  
ホルモン  

蔦才河仁王ジ ザ  
WHO／CSR2007年  

12月4日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update4）：2007  

年12月4日、中国保健省はH5Nlトリインフルエンザウイル  
スの新規のヒト感染症例を報告した。症例はJiangsu省の  
24才の男性で、12月2日に死亡した。中国での確定例は  
26例で、うち17例が死亡している。  

蔦才ジラフ仁王シ ザ  WHO／CSR2007年  

12月9日  

甲lヨにおけ旬トリインフルエンサの】伏；光（update5）：2007  

年12月9日、中国保健省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。  

蔦才シラル王シ ザ  18日に中国保健省はHun帥省でヒトでのトリイ  ProMED－  

maiほ0080218．0656  ンフルエンザ症例1例を確認したと発表した。症例は22才  
の男性で、1月16日に発症し、1月24日に死亡した。中国  
CDCはH5Nl陽性であることを確認した。  

蔦わラフじ王シ  
ザ  

■■－－■■■一●■■－－－t －－－－－ －－一一－－－－－－－●－■－－■t■● 21日、中国保健省は29例日のH5Nlトリインフ  
ProMED－  

mai120080221．0710  ルエンザ症例／19例日の死亡例を確捜した。Guangxi  
Zhuang自治区NanningCityにおいて41才男性が2008年2  
月20日に死亡し、H5Nl検査に陽性であった。2月柑日に  
はHun8∩省でヒトでのトリインフルエンザ死亡症例1例を確  

認しており、今月2例日のトリインフルエンザ死亡例であ  
る。   
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鳥インフルエン ザ  WHOは中国でヒトにおけるトリインフルエンザの29例日の  
症例および死亡19例日を確認した。また、2008年2月25日  
に香港政府は、中国南部Guangdong省の44才の女性が  
H5Nlトリインフルエンザウイルスに感染していることが疑  
われていると報告した。この症例は同年2月16日に発症し  
たが、診断はまだ確定されていない。中国における30例  
日のトリインフルエンザ疑い症例である。  

ProMED－  

mai120080225，0758  

蔦才シラjじ王シ ザ  

l トリインフル  

中国南部Guangdong省の44才の女性がH5N   ProMED－  

mai120080226．0784  エンザウイルスに感染し、死亡した。病気の家禽から感染  
したと思われる。中国で確認された30例日の症例／20例  
日の死亡例である。  

同じクラスの生徒約20  ProMED－  

maiほ0071124．3799  例が原因不明の疾患を発症した。2007年11月19日から発  
症し、口腔内潰瘍、発疹および微熱の症状を呈した。  

ブルセラ症  
12月3日に、中国でのヒ  ProMED－  

maiほ0071206，3936  ルセラ症の増加は継続しており、Hei】on且iingにおける症例  

数が特に多いと述べた。保健省の統計によると中国のヒ  
トにおけるブルセラ症の防止および管理は重大な状況に  
あり、ウシおよびヒツジ生産地域における発生は重大な  
懸念である。  

2月10日、2007年11月にGansu省  
ProMED－  

maiほ0071212．3998  が2例日のペスト症例を報告したと発表した。患者は死亡  
した。Gansu省では2007年9月に中国で初めてのペスト症  
例が報告された。  

細菌感染‾  
2月29日に中国KaohsiungのUangJen病院から  ProMED－  

maiほ0071231．4200  HuaJienのYuIjsanatoriurnへ移された患者9例の血液に高  

濃度のEntamoebahistplytjca抗体が確認され、検査で享  
の9例のうち3例において感染が示された。UangJen病院  
の消毒および患者の検査が実施され、14例がアメー／く赤  
痢感染が疑われている。  

事汚ヲ三キウ イルス感染  

2月28日およぴ30日にテクンケンヤ  

ProMED－ maiほ0080109．0106  
もインドネシア人で各々、12月20日および27日に発症し  の輸入症例2例を検査により特定した。この2例はいづれ  た。   
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